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初めに
私は、今まで主に政治思想史、特に近代ヨーロッパ、それも18世紀から
19世紀にナポレオン戦争を機に興ったドイツ・ナショナリズム運動を中心
に多少なりとも研究に携わって来ました。
ですから、キリスト教政治思想に深く関わるということをやって来たわ
けではありません。従って、政治学をキリスト信仰で読み直すなどという
大それたことをここでお話しできることではありません。今ここで私にで
きることは、一信徒として政治学とキリスト教信仰とのはざまにあって、
多少考えて来たことを、信仰告白としてお話しすることでしかありません。
それが、皆さんの討論のきっかけとなればと思います。
この世の秩序
今年の平和を祈る会は、私たち一人一人にとって、何やら重いものとな
ったと感じています。それは私のみの思いでしょうか。ここ数ヶ月の間に、
政治的なものが露呈し、それが顕在化して来たと強く感じるからでありま
す。そしてその傾向が何よりも平和と全く逆の方向にそのベクトルが向い
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ていると考えるからであります。その理由は、一行政府である内閣が、憲
法の解釈を自由にするという暴挙を臆面もなくやってのけたということ、
私は只々呆れて言う言葉を失いました。この政権は、昔の国家主義への回
帰を願っているとしか思えません。
そもそも政治とは、マキャヴェッリ以来、紛争を、いかに損害を極力少
なくして解決するかという精緻な技術であります。ですから、損害と戦争
とを想定することを前提とする政治的決定は、いかに合法的であったとし
ても一行政府がすべきことではありません。そもそも国家の運動法則であ
る国家理性に反します。国家の目的は、国民一人一人の安全を保障するこ
とにあるのですから。為政者が如何に国家理性に忠実であるかが政治倫理
です。その意味で今回の内閣決議は、あまりにも稚拙でかつ残酷であると
しか言いようはないと考えます。そして、何よりも近代議会主義の精神を
無視しています。近代議会主義の精神である公開性と自由な討論とを無視
しています。議会主義の終焉と言っても言い過ぎではないかもしれません。
ドイツの政治学者であり法学者であったカール・シュミットは、その著
書『政治的なものの概念』で、政治的なものは、通常時ではなく非常時に
おいて明確となると述べています。すなわち、人は非常時において自己の
存在を肯定する友と自己の存在を否定する敵とを想定するのであります。
人間は、未知なるものを恐れる。何よりも他者を恐れる。他者を理解しよ
うとする時、必ず言葉によって分類し、区別し、自己の認識の範囲に収め
て、名前（ラベル）を付けて支配しようとします。私の友は誰か、私の敵
は誰か。こうして、敵を封殺するまで争いを続ける。この争いは他者が存
在する限り終わることなく続く。
最近のデモクラシー論では、友・敵概念による二項対立ではなくて、多
元的対立を想定する闘技的民主主義ということを主張する政治学者もいる。
闘技的民主主義とは（ベルギーのシャンタル・ムフがその主張者でありま
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す）、異なる意見をどちらかを封殺することなく、常に、多様性を決して
封殺しないということです。現実に、小規模な共同体、ベルギーやオラン
ダなどの地方自治などで実際に実践していて一定の成果を上げているよう
です。
また、そもそも友・敵論理を批判しながら、対立は、単純に友・敵なの
ではなく、政治的リアリズムか、生命への畏れの立場からの対立の構図で
あることを主張する研究者もいる（坂本義和）。この世における平和への
努力は、もしも相手を許すという行為があったとしても、許す主体は私個
人である。私的にはあり得ても公的には別であると言うことは可能性とし
て十分にあり得る。人間と人間との和解は、感動的であっても公的にその
和解が実現することは極めて難しい。それが戦場であると、憎しみの連鎖
が絶えることなく続く。戦争や刑法は、政治的解決の最終手段（ウルティ
マラチオ）で、それは人が人の命を合法的に奪うことですから、極めて悲
しむべきことであります。ですから、最終的なこの世の対立の解決のため
には、政治的リアリズムという作られた観念の立場をとるのか、生命への
畏れというリアルな立場をとるのかという対立構造で考えるのが、友・敵
論理で考えるより現実的であると坂本などはいうのです。私は、生命への
畏れという立場から政治を見直すことには共感しますし、極めて大切な論
点だと思います。
この世の政治的な最終的考え方の根本にあるもの、それは基本的には対
立構造です。誰が私の友で、誰が私の敵であるのかという構図であります。
何故、対立構造は生ずるのでしょうか。様々な理由が考えられると思いま
すが、ここではその説明を省いて、それらを貫く共通なこととして言える
ことについて考えたいのです。それは、支配ということです。人は、自分
の理解可能な世界を作り上げて、世界を自分の理解の限界の内に収めよう
とします。そうでないと不安だからです。誰が私の友か敵か、そしてそれ
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ぞれに名を付けて支配しようとします。それは、人間の傲慢であります。
神の平和を見ようとせず、自己の目的の為にそれを歪めて、本来そんなも
のはないはずの対立の構造を自分勝手に作り出し、神の「良し」とされた
この世界を矮小化してしまうのです。それどころか、神の平和それ自体を
憎悪するようになる。この世は神の平和を敵とみなすようになるのです。
そして、この世は神を殺すのです。
この世にある教会
教会も、この世の社会的組織の一員として存在しています。けれども他
の社会組織とは全く異なるあり方で存在しています。確かに、この世にも
自己の利益のみを追求するのではなく、他者の為に活動する団体はあるか
もしれません。けれども、教会は、この世の秩序と決定的に異なるものと
して十字架の光の下に、他者の為に、私たちの罪を贖い給うキリスト・イ
エスの十字架上のキリストの身体として、この世に対して立っている。す
なわち、福音の光の下において、この世に対して責任ある存在としてこの
世に対峙して立っているのです。「対峙」するとは「対立」して立ってい
るということではありません。つまり、この世を敵として封殺するのでは
ないということです。
「神は実にその独り子をお与えになったほどに、世を愛された」（ヨハネ
による福音書 ：16）。神はこの世を愛されたのです。キリスト・イエ
スの十字架による和解の事実により、平和はすでに到来した。それなのに、
対立し相手を封殺し、戦争や刑法によって人を殺している。もはや、人を
殺すことは必要ない。いやなんとしても否である。今実現することは、神
の愛によるこの世の平和なのだということをこの世に示し勧めることであ
ります。そして、病み苦しみ悲しむ人々を癒し慰めることにあるというこ
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とです。従って、この世の秩序に従って人の命を奪うことには否をこの世
に告げ知らせること、これが教会のこの世に対峙するという意味です。そ
のことが出来るのは教会以外にはない。それは、「この世のための教会」
ということです。
この世のための教会
「この世のため」ということには、ギリシャ語の語彙においても、単に
「あなたのため」という意味だけではなく、「あなたに代わって」という
意味があります。主イエスは世の罪を世に代わって担われたのです。それ
は、「自らの願望や苦しみではなく、それらを神の前で退け（それゆえ、
わたしは塵と灰の上に伏し自分を退け、悔い改めます。ヨブ記 42−）、
自らを全く神のみ腕の中に投げかけ、この世における神の苦しみを真剣に
受け止める」ということであります。その時私たちはキリストと共にゲッ
セマネで目覚めているのです。それこそが信仰であり、それこそが悔い改
めなのである。このようにして人は一人の人間に、一人のキリスト者にな
る。（『エバハルト・ベートケ／レナーテ・ベート著』P．142）
教会の二つの危機と解放
教会は、この世と対峙しながらこの世と全く異なるものである。しかし、
もちろんこの世における聖なる孤島というわけではない。「主よ、主よ」
とすがるものではない。「わたしに向かって『主よ、主よ』という者が皆
天国に入るわけではない。わたしの天の父の御心を行うものだけが入るの
である」（マタイによる福音書 ：21）。これは、私たちにとってとても
厳しいことばです。しかし、ここには、重要な転換があります。私たちは、
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自分が苦難にある時、つい自分の辛さを神に訴え救って下さいと祈ること
が多いかもしれません。そのような祈りを否定しているのではありません。
けれども、そのような祈りは、時に自己内在的になり、展開してゆかなく
なる時が多いのではないでしょうか。ユダヤの民が苦難にあったときの、
「主よ、主よ」という祈りは、次第に不平不満へと変わっていき、相互に
憎むようになりました。そうではなくて、「御心がなりますように、この
わたしをお使いください」という祈りこそが苦難からの解放をもたらすの
です。それは、この私が私のためではなく、主がそのように歩んだように、
他者の為にある時、真の解放がもたらされるということに気付くというこ
となのです。そして、それは私一人の祈りではなく、主が徹底して他者の
ために歩まれた主イエスの御身体としての教会の歩み、教会の祈りと行い
とであることに違いないのです。
もう一つの困難は、教会がこの世の秩序に同化する世俗化の問題です。
世俗化により教会はこの世の一部としての機能を果たすようになるのでし
ょうか。確かに集まってくる人々の内的な欲求は満足されるかもしれない。
しかし、それでは、もはやこの世に対して、この世に責任を持って立つと
いう教会本来の意味を失い、「地の塩、世の光」としての役割を失い、仲
間の寄り合いのようなものになってしまいます。このようなあり方では、
教会は試練に耐えることが出来ず、この世の力に飲み込まれてしまうでし
ょう。
教会は、この二つの艱難にあってどうしたら良いのか。教会の一枝であ
る私は何をすれば良いのか。ヨハネによる福音書15章〜節では、「イ
エスは真のぶどうの木」という御ことばがあります。「私はぶどうの木、
あなた方はその枝である。人がわたしにつながっており、わたしもその人
につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ」。それは、決して大変な
ことではありません。教会は、基本的にはこの世的制度ではありません。
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小さな芽吹きの実が豊かな実となるように気遣えばよいのです。実を結ば
ない枝は、「父が取り除かれるのです」。人間が取り除くのでは決してあり
ません。そして主は言われる。「これらのことを話したのは、わたしの喜
びがあなた方の内にあり、あなたがたの喜びが満たされるためである。わ
たしがあなたがたを愛したように互いに愛し合いなさい。これがわたしの
掟である」（ヨハネによる福音書15：11〜12）。この掟に満たされて生まれ
る豊かで小さな交わりをわたしたちは大切に育てなければならない。なぜ
なら、それは教会における生命のことばだからです。わたしたちは、願わ
くばわたしの存在そのものが神のことばとなるようにと祈って止まない者
たちです。わたしたちの存在、それは一人一人神から与えられた永遠の生
命のことばとなるのです。それら一人一人の「神の御心がこの世になりま
すように」という祈りと行いとが一つになることにより、教会における生
命のことばが生まれ、それは教会の行いとなる。
けれども、わたしたちは時として特定の一キリスト者の行為を誉め讃え
たり、必要以上に他者をまつりあげたりする場合があります。そうした行
為は、われわれの怠惰に由来したり、さらには厄介なことに、なによりサ
タンの誘惑であります。なぜなら、それらはサタン的な力によって避ける
ことのできない嫉妬や競争心を呼び、一つなる教会の分裂を招きかねない
からです。けれども、それらは「天の父が取り除かれる」ことでしょう。
教会は、この世の秩序の一部ですが、人の作った秩序ではない。この世
の罪を、この世に代わって担うイエス・キリストの活ける身体であります。
1950年頃、井上良雄は、戦後の回想として次のように述べています。「50
年代の中頃、ボンヘッファーの戦争中の言動が紹介され、その中で彼が獄
中で記した『教会は、他者のために存在する時にだけ教会である』という
ことばを読んだ時の感動を、私は忘れることができない。それは、私だけ
のことではなかったであろう。他者のための存在であられた主イエスの身
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体として自明であるべきこの事実が忘れられて、教会を取り巻く世があの
様な状態であったときに、教会の責任さえ持ち得なかったのが、教会の根
本的な罪責だと思われたからである」（井上良雄著『戦後教会史と共に』
P．290）。
この世における平和実現のための試み
現在の日本の状況を考えると、明らかに平和ではなく、戦争肯定への途
を歩み始めている。現政権は、法制局長、いわゆる法の番人をも無視し、
かつての国のあり方を復帰しつつあるように見える。教会は、この事態に
対して何もしなくてよいのであろうか。
この世の平和について、私が知る限りでは、例えばカントの『永遠平和
の為に』（1795年）があります。この著書は、後に国際連盟と国際連合と
を作る際の理念となったものです。この本によると、平和とは「あらゆる
敵意がなくなること」であります。そのためには武力を持ったままでの平
和はあり得ない。それは、停戦に過ぎない。武力の全廃が条件である。続
けてカントは云う。しかし、それは永遠に実現しない理念である。従って、
今わたしたちが出来るのは、「Es soll kein Krieg sein． 戦争あるべから
ず」という、一人一人の持つ理性の要請としての拒否権 Vetoを行使する
ことである。その上で理性に基づき、平和構築を目的とする国際連合組織
により強国も弱小国もない全ての国々が、自らの国益を主張せず、それぞ
れを目的とする共和制的な国際連合体を作るべきであるとカントは語って
いる。しかし、それはあくまで理性の要請としての理念である。
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主の平和とわたしたちの応答
教会の語る平和とは、理念ではない。それは、キリスト・イエスの十字
架と復活との事実により、わたしたちに示された神と人間との和解のこと
である。けれども、その平和はこの地上にはまだ現れてはいないとわたし
たちは思う。
神は、今、わたしたちの福音への応答とこの世への福音の宣べ伝えの業
を待っているのです。この世でのわたしたちの苦しみなくして平和は現れ
ないのです。パウロは人間の側の苦しみの不足を嘆いています（コロサイ
信徒への手紙：24）。「あなたがたは、主イエス・キリストを受け入れた
のですから、キリストに結ばれて歩みなさい」（コロサイ信徒への手紙
	：）。キリストに従って歩む、キリストに従うとは、主イエスがそれ
以外ではあり得なかったように、この世、他者の罪を代わりに負うという
意味で、徹底して他者のために生きるということである。そうでなくして
教会は教会ではなくなる。それは、味を失った塩として「外に投げ捨てら
れ、人々に踏みつけられるだけである」（マタイによる福音書 ：13）。
従って、教会の時とは、平和が到来したと世に知らせる時である。
教会の時
この世を創造し、良しとされ愛された神の御業、被造物の世界、それを
試み、破壊しようと徘徊するサタンの力に対するキリスト・イエスの勝利
を告げ知らせる時、それが教会の時です。それを通してしか究極の平和は
ない。真理はない。教会の時とは、わたしたちが福音に真っ直ぐに応答し、
神の愛に感謝し賛美を捧げ、そして告白し証言する時である。わたしたち
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がこのように歩む時に、平和は明らかとなるのです。けれども、わたした
ちは、そのように歩んでいるでしょうか。時に、サタンとの争いを恐れ、
暗黒と戦うことを恐れ、人を恐れ、ひたすらこの世と妥協し、自らを主に
捧げることを怠ってはいないでしょうか。本当に畏れなくてはならないの
は神であります。けれども、いたずらに論争的であれということではあり
ません。主のことばに聞いて賢明であれということです。関係性（人と人、
人と自然、あるいは生命等との関係）を断つ力、天の悪しき諸霊とのそれ
こそ命がけの闘争だからです。それら関係性の間に働く悪しき諸霊を洞察
することです。それらが、わたしたちの敵です。それらの力は、私が良い
ことをしていると思っている時にこそ忍び込みやすいのです。パウロはそ
のことをよく知っていて、次のように言います。「最後に言う。主に依り
頼み、その偉大な力によって強くなりなさい。悪魔の策略に対抗して立つ
ことができるように神の武具を身に付けなさい。わたしたちの戦いは、血
肉を相手にするものではなく、支配と権威、暗闇の世界の支配者、天にい
る悪の諸霊を相手にするものなのです。だから邪悪な日に良く抵抗し、全
てを成し遂げてしっかりと立つことができるように神の武具を身に付けな
さい」（エフェソ信徒への手紙：10〜20）。私たちは、キリスト・イエス
の愛に結ばれて神の支配にあり、光の子として歩んでいるのですから、例
え悪しき天の諸霊との戦いに負けたとしても、支配されることは決してな
い。
パウロは、その後互いに祈り合うことを強調します。この世のために、
この世の罪をこの世に代わって担い祈り、その祈りを合わせることにより、
その一致によって教会は教会となるのです。その一致は、天の父の御心を
世に示し、その栄光を現し、主キリスト・イエスによる真の平和が訪れた
ことを世に示すことであり、教会、すなわち神の民の歩みそのものなので
す。そこに、教会としての行い（アクション）が生じます。
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（2014年
月10日 日本基督教団山梨分区社会部主催「平和を祈る集会」
発題）
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